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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　懲戒免職処分取消等請求控訴事件（名古屋高裁平成29年10月20日判決（判例地方自治436号19頁）。以下「本判決」という。）は、名古屋市の職員であったＸが，同市に対し、酒気帯び運転で検挙されたことを理由として処分行政庁から受けた懲戒免職処分及び退職手当支給制限処分はいずれも裁量権を逸脱又は濫用した違法なものであると主張して，各処分の取消しを求めた事案である。
	○　平成20年改正前の国家公務員退職手当法８条では、懲戒免職になった者には退職手当を支給しないと規定されており、建前として、懲戒免職のときは、退職手当は全部不支給になるという必然的な関係があった。
	○　平成18年の福岡市職員による飲酒運転死亡事故が社会問題として取り上げられて、懲戒免職を含めた飲酒事案の厳罰化とセットになる形で退職手当の支給に関する在り方を見直していく検討会が立ち上げられた。
	○　平成20年改正により国家公務員退職手当法に退職手当の一部支給制限制度が創設された趣旨は、平成20年検討会報告書の内容から次のように理解することができる。
	・　そもそも懲戒免職処分を受けた職員に対して退職手当を支給しないこととしていた趣旨は、公務員としての規律に違反し、公務に対する国民の信頼を損ねたことを非難して国家公務員退職手当法上の制度として制裁を課すこととしたものである。そして、その制裁には非違行為を行った個人を非難する側面とともに、当該職員の退職手当を受け取る地位ないし権利を否定するという側面もある。
	・　上記趣旨から懲戒免職処分を受けた者に対して制裁を課すとしても、一律に全額を不支給としなければならないというわけではない。
	・　①退職手当には永年勤続の報償的性格、賃金の後払い的性格、定年退職後の生活保障的な意味合いの３つの要素が含まれていること、②民間の事例では一部不支給の事例が昔からあり、国家公務員退職手当法は硬直的ではないかとの指摘があり、柔軟な制度を創設することが適当であること、③懲戒制度のより適切な運用に資すると評価できることなどを考慮すれば、一部支給制限制度を創設することが適当である。
	○　注目すべきは③であり、従来は、懲戒免職になれば退職手当全部不支給という経済的不利益が発生することから、自主的な退職を促し懲戒免職処分を避けることが考えられたが、これは、厳罰化という目的からすれば好ましいものではなく、懲戒免職処分を行うときに、退職手当全部不支給となることがネックとなっているのであれば、そこを柔軟に対応できるようにすることによって、懲戒免職処分を適切に行うことができるようになるという趣旨であると解される。
	〇　国家公務員退職手当法を受けて同法の運用方針が発出されているところ、平成20年改正後の国家公務員退職手当法12条について、運用方針12条関係では、「一般の退職手当等の全部を支給しないこととすることを原則とする」としており、全部不支給とせずに一部支給という処分にするのは例外的な場合であると位置づけて、次のイ、ロ、ハ、ニの場合に限定するとしている。
	本件では、イの類型（停職以下の処分にとどめる余地がある場合に、特に厳しい措置として懲戒免職等処分とされた場合）に当たるのであろう。
	○　国家公務員退職手当法上全部不支給とされていた懲戒免職事案における退職手当を、一部支給することができるという制度に改正する際、国家公務員退職手当法の文言は「全部又は一部を支給しないことができる。」とされたところ、同法の運用方針では「全部を支給しないこととすることを原則とする」とされており、ここに齟齬があるのではないか。
	○　運用方針は、法改正前のわりと厳しい運用をそのまま残していて、裁判官が、そこにシンパシーを感じると退職手当全部不支給は適法であるという結論に行きやすく、法改正がされたことにシンパシーを感じると退職手当全部不支給は厳しすぎるという結論に行きやすくなっているという仕組み上のトレンドがあるといえる。
	○　公務員の退職手当の法的性格の一つとして使われる「勤続報償」という言葉の捉え方が、判決上、重大に捉えているパターンと、なんとなく長年の勤続の功績というだけのパターンがあるところ、「勤続報償」という言葉に「非違行為をしてはいけない」という非違行為抑止のための性格があるというのが、運用指針の考え方ではないかと思われる。
	要するに、退職手当とは、30年、40年非違行為をせずに勤続してきても、それはたった１回の非違行為で全部無駄になるかもしれないというような積み重ねであるといえる。
	○　長年の勤続の功績を使って裁量権の逸脱・濫用を導く判決がかなり多くあるが、長年の勤続の功績を抹消するほどの非違行為があったかどうかというのは、民間の事例での判断の仕方であって、これを公務員の退職手当支給制限の考え方に持ち込むのはおかしいという指摘がある。純粋な法的性格論として議論するならば、そのとおりであると考える。
	○　法改正後、懲戒免職処分は有効であるが、退職手当全部不支給処分は裁量権の濫用であると判断する裁判例も見られる。一方で、公務に対する国民等の信頼が重要なのであって、ささいな法律違反の行為であっても公務への信頼を損なうということを重視して、退職手当全部不支給処分は適法であると判断する裁判例もみられる。飲酒運転及び酒気帯び運転に係る退職手当支給制限処分をめぐる最近の裁判例の傾向としては、拮抗しているのではないかと考える。

